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	園内の話し合いを深める研修
	鈴木　健史　先生
	東京立正短期大学 現代コミュニケーション学科 幼児教育専攻　准教授
	保育ファシリテーション協会　主宰
	子育て家庭支援SomLic（ソムリック）副代表
	2026.

	5/11
	(月)

	7/ 6
	(月)

	9/ 7
	(月)
	経験年数3年目以上の保育者
	B6
	16:00-18:00
	かながわようちえん会館
	4月7日(火) 9：00～5月1日(金)23：59

	60名

	研修概要
	日々の中で、保育者同士で話し合う機会が増えてきましたが、一方で話し合いが深まりにくい、意見が偏る、対話の場での関わり方に迷いがある。そうした場面を感じることはないでしょうか。 「一人で抱えずにみんなで考えたい」「話し合いを、もっと意味のあるものにしたい」 そう感じている方に、ぜひ参加していただきたい研修です。
	本研修では、園内における話し合いや対話の在り⽅に焦点を当て、現場の中で求められる役割や関わりについて具体的に学びます。単発で完結するものではなく、研修の場と園内での実践を⾏き来しながら学びを深めていく連続研修として構成しています。研修で学んだことをもとに、園内で対話を実践し、その経験を次回の研修で振り返る。この「研修→実践→振り返り」の往還を重ねることで、学びを着実に積み重ねていきます。この積み重ねが、園内の話し合いや関係性の変化につながり、⽇常の中で保育を語り合う対話が園に根付いていくこと、そして最終的には、保育の質の向上につながっていくことを⽬指しています。 本研修が、園内の学びを深めていく⼀つのきっかけとなれば幸いです。
	■対象  ・経験年数３年以上を⽬安とした、園内で話し合いや対話に関わる⽴場にある⽅  　（主任・副主任・リーダー層など）※役職名に関わらずご参加いただけます
	■研修内容 （予定） 第1回：⾃⾝の⽴ち位置・関わりの振り返りと役割の整理  第2回：ファシリテーションの基本 第3回：話し合い・対話の設計と実践への展開

	（公社）横浜市幼稚園協会

	045-534-8708
	※各回、レポートの提出をもって『出席』とさせていただきますので、1週間以内に必ずご提出ください。（欠席の場合、回答は必要ありません）


